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（別紙）

新 旧 対 照 表

旧 新

地 域 再 生 計 画 地 域 再 生 計 画

１．地域再生計画の名称 １．地域再生計画の名称
清流の郷みま再生計画 清流の郷みま再生計画

２．地域再生計画の作成主体の名称 ２．地域再生計画の作成主体の名称
美馬市 徳島県・美馬市

３．地域再生計画の区域 ３．地域再生計画の区域
美馬市の全域 美馬市の全域

４．地域再生計画の目標 ４．地域再生計画の目標
美馬市は、徳島県の北部中央に位置し、平成１７年 美馬市は、徳島県の北部中央に位置し、平成１７年３

３月１日に３町１村が合併して新しく誕生した市であ 月１日に３町１村が合併して新しく誕生した市である。

る 総面積 平方キロメートル 人口 人 平 総面積 平方キロメートル、人口 人（平成１。 、 （367.38 35,131 367.38 34,812
成１７年４月１日現在）を有し、市の中央部を東西に ８年４月１日現在）を有し、市の中央部を東西に貫流す

貫流する吉野川をはじめ、穴吹川や大谷川、鍋倉谷川 る吉野川をはじめ、穴吹川や大谷川、鍋倉谷川等の多く

等の多くの河川が流れ、豊かな自然に恵まれている。 の河川が流れ、北側の阿讃山脈、南側の剣山をはじめ、

ほとんどが山間地で、総面積の約８割を森林が占める清

らかな水と豊かな緑を有する自然に恵まれた地域であ

る。

本市では地域振興の一環として、その豊かな自然を 本市では地域振興の一環として、その豊かな自然を活

活かした様々な事業を展開している。吉野川に隣接し かした様々な事業を展開している。吉野川に隣接して整

て整備された美馬地区の「四国三郎の郷 、大谷川沿 備された美馬地区の「四国三郎の郷 、大谷川沿いに保」 」

いに保存されている脇地区の「うだつの町並み」の整 存されている脇地区の「うだつの町並み」の整備を県と

備を県と連携して進め、木屋平地区は西日本第２の高 連携して進めている。木屋平地区には西日本第２の高峰
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峰剣山、穴吹地区は清流穴吹川による観光ＰＲを展開 剣山があり、グラススキーの世界選手権大会も開催され

している。また、穴吹地区の穴吹川は四国の１級河川 ている。また、穴吹地区の清流穴吹川は四国の１級河川

２１河川の中で生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の平 ２１河川の中で生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の平均

均値から見ると１０年連続で一番きれいな水質である 値から見ると１０年連続で一番きれいな水質であること

ことが国の調査結果から発表されている。今後ともこ が国の調査結果から発表されている。今後ともこの清流

の清流穴吹川をはじめ、豊かな自然や町並みを永く維 穴吹川をはじめ、豊かな自然や町並みを永く維持すると

持するとともに、四国一という穴吹川の清流を全国的 ともに、四国一という穴吹川の清流を全国的にＰＲして

にＰＲして街の活性化・ブランド化について日々取り 街の活性化・ブランド化について日々取り組んでいく所

組んでいく所存である。 存である。

一方、市の人口はほぼ横這いであるが、生活様式が 一方、市の人口はほぼ横這いであるが、生活様式が変

変わるにしたがって未処理の生活雑排水が水路等に流 わるにしたがって未処理の生活雑排水が水路等に流入

入し、河川の水質に悪影響を与えているため今後の水 し、河川の水質に悪影響を与えているため今後の水質の

質の悪化が懸念されている。 悪化が懸念されている。

この問題に対し本市では、生活排水を処理するため この問題に対し本市では、生活排水を処理するために

に平成６年からは脇地区、穴吹地区等の中心部周辺の 平成６年からは脇地区、穴吹地区等の中心部周辺の農村

農村地域で農業集落排水事業を、平成９年１１月から 地域で農業集落排水事業を、平成９年１１月からは穴吹

は穴吹地区で特定環境保全公共下水道事業を展開、さ 地区で特定環境保全公共下水道事業を展開、さらに平成

らに平成１６年からは新たに美馬地区で農業集落排水 １６年からは新たに美馬地区で農業集落排水事業を始め

事業を始めているが、合併処理浄化槽と合わせても平 ているが、合併処理浄化槽と合わせても平成１６年度末

成１６年度末の汚水処理人口普及率は全国平均 ％ の汚水処理人口普及率は全国平均 ％に対し ％と79.4 79.4 25.6
に対し ％と大きく下回っており、依然低迷 して 大きく下回っており、依然低迷している状況である。25.6
いる状況である。 また、地域の過疎化、少子高齢化が急速に進み、これ

に伴って農林業の担い手不足や生産年齢人口減少による

慢性的な経済力の衰えや、各地の田畑、森林等の整備の

遅れによる荒廃が危惧されるなど問題が山積している。

市では、この問題を解消するため、林業を振興するため

の森林施業の継続強化や森林放棄地の解消、観光拠点の

整備、各種イベント等を実施するとともに、市道と林道

の一体的整備による地域産業の効率化や新たな雇用の促

進を推進し、観光地、公共施設をつなぐ交通ネットワー
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クの整備を図り、交流とにぎわいの創出や住環境機能を

高める事業を実施する必要がある。

このため、平成１８年を「清流の郷みま （仮）の このため、平成１８年を【清流の郷みま】の再生元年」

再生元年と位置付け、汚水処理施設を一層強力に推進 と位置付け、汚水処理施設を一層強力に推進し、吉野川

し、吉野川をはじめとして穴吹川、大谷川等の清流を をはじめとして穴吹川、大谷川等の清流を保全・再生す

保全・再生することにより、昔のような子供から大人 ることにより、昔のような子供から大人までが遊べる美

までが遊べる美しい川づくりを目指していく。また、 しい川づくりを目指していく 穴吹地区ではイベント 穴。 「

「四国三郎の郷 「うだつの町並み 、イベント「穴 吹川筏下り大会」を活用したＰＲにより観光拠点に観光」、 」

吹川筏下り大会」を活用したＰＲにより観光客を誘致 客を誘致するとともに、これら観光資源に関連する雇用

するとともに、これら観光資源に関連する雇用を確保 を確保する 「四国三郎の郷 「うだつの町並み 「西。 」、 」、

し、美馬市内の各地域の再生を図る。 日本第二の高峰剣山」と地域の特性を活かし市の豊富な

財産である森林・観光資源を活用した整備を一体的に推

進することにより地域振興の活性化と美馬市内の各地域

の再生を図る。

（目標１）汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人 （目標１）汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口

口普及率を25.6％から35％に向上） 普及率を25.6％から35％に向上）

（ ） 、 、 、（目標２）四国三郎の郷、うだつの町並み、穴吹川 目標２ 四国三郎の郷 うだつの町並み 中尾山高原

筏下り大会を活用したＰＲにより観光客を 穴吹川筏下り大会を活用したＰＲにより観光客

誘致するとともに雇用を確保 （観光客年 を誘致するとともに雇用を確保 （観光客年間。 。

間45万人→50万人、新規常勤雇用15名） 45万人→51万人、新規常勤雇用17名）

（目標３）森林整備の推進を図る （今後４年間整備計。

1,000ha画
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５．目標を達成するために行う事業 ５．目標を達成するために行う事業

５－１ 全体の概要 ５－１ 全体の概要

美馬市は、豊かで美しい河川を観光資源の一つとし 美馬市は、豊かで美しい河川を観光資源の一つとして

ているため、水資源を守ることは環境保全のみならず いるため、水資源を守ることは環境保全のみならず美馬

美馬市の発展に大きく関係しているといえる。美馬市 市の発展に大きく関係しているといえる。美馬市の汚水

の汚水処理施設整備事業は、公共下水道・農業集落排 処理施設整備事業は、公共下水道・農業集落排水・浄化

水・浄化槽の３手法があり、組み合わせながら実施し 槽の３手法があり、組み合わせながら実施している。

、 、ている。 公共下水道については 各家庭の接続率はまだまだ低く

、 、公共下水道については、各家庭の接続率はまだまだ低 今後もさらに整備 加入促進を図っていくつもりであり

く、今後もさらに整備、加入促進を図っていくつもり 農業集落排水については平成２１年の供用開始にむけて

であり、農業集落排水については平成２１年の供用開 取り組んでいく予定である。浄化槽については公共下水

始にむけて取り組んでいく予定である。浄化槽につい 道・農業集落排水認可区域以外を対象とし、年間１００

ては公共下水道・農業集落排水認可区域以外を対象と 基程度を合併処理浄化槽とするように普及促進に努めて

し、年間１００基程度を合併処理浄化槽とするように いく。

地域の歴史・文化・自然環境普及促進に努めていく。 これらの汚水事業に加え、

を活かした個性あるまちづくりをすすめるため、都市再生これらの汚水処理事業に加え、地域の歴史・文化・

。 、自然環境を活かした個性あるまちづくりをすすめるた 整備計画により観光スポットの拡大等に努めていく また

め、都市再生整備計画により観光スポットの拡大等に 観光拠点施設のイベント開催とあわせて、河川をテーマ

努めていく。また、観光拠点施設のイベント開催とあ とした「清流の郷みま」清流穴吹川観光施設の周知・啓

わせて、河川をテーマとした「清流の郷みま」の周知 発活動に取り組み、清流穴吹川と剣山の中尾山高原を中

・啓発活動などに取り組み、観光客の誘致等も推進し 心とした観光スポットのネットアクセス強化として市道

ていく。 ６路線の整備を図り、観光客の誘致等も推進していく。

古くから木屋平・穴吹地区は森林資源の宝庫であり主要

産業である。このため市は、林業施策の推進を第三セクタ

ーで運営する「ウッドピア ・森林組合と連携を図り、林」

業の担い手の育成・林業経営を支援するため林道１路線の

開設、林道と連絡する市道１８路線の改良などを行い森林
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へのアクセスを確保していく。今後は森林施業の効率化に

より、間伐遅れとなっている森林の解消と地場産業振興を

進めるため市道２路線の改良などを行い林産物等の円滑な

搬出を確保する。また林道へ連絡する公共施設のアクセス

として市道２路線整備し、地域のネットアクセス化を推進

し、地場産業を活性化する。

市道、林道による効率的な道路ネットワークを形成し、

心なごむやすらぎのまちにするとともに、地域の重要な資

源である森林の整備拡充と特有の観光資源を活かした施設

整備や内容の充実、農林業と観光の一体的な産業の振興を

図る。

５－２ 法第四章の特別の措置を適用して行う事業 ５－２ 法第四章の特別の措置を適用して行う事業

（１）汚水処理施設整備交付金を活用する事業 （１）汚水処理施設整備交付金を活用する事業

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る 対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手

手続き等を了している。なお、整備箇所等につい 続き等を了している。なお、整備箇所等については

ては別添の整備箇所を示した図面による。 別添の整備箇所を示した図面による。

・公共下水道・・・・・・・平成９年１１月に ・公共下水道・・・・・・・平成９年１１月に事

事業認可（平成１７ 業認可（平成１７年

年３月変更認可） ３月変更認可）

・農業集落排水・・・・・・平成１６年４月に事 ・農業集落排水・・・・・・平成１６年４月に事

業認可 業認可

［事業主体］ ［事業主体］

・いずれも美馬市 ・いずれも美馬市

［施設の種類］ ［施設の種類］

、 、 （ ） 、 、 （ ）、・公共下水道 農業集落排水 浄化槽 個人設置型 ・公共下水道 農業集落排水 浄化槽 個人設置型

［事業区域］ ［事業区域］

・公共下水道 美馬市穴吹処理区 ・公共下水道 美馬市穴吹処理区
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・農業集落排水 美馬市美馬地区喜来 ・農業集落排水 美馬市美馬地区喜来

・浄化槽 美馬市全域（公共下水道・農業 ・浄化槽 美馬市全域（公共下水道・農業

集落排水認可区域以外の美馬市 集落排水認可区域以外の美馬市

全域） 全域）

［事業期間］ ［事業期間］

公共下水道 平成１９年度～２０年度 公共下水道 平成１９年度～２０年度

農業集落排水 平成１９年度～２０年度 農業集落排水 平成１９年度～２０年度

浄化槽 平成１８年度～２０年度 浄化槽 平成１８年度～２０年度

［整備量］ ［整備量］

・公共下水道 管渠φ１００～３００ ・公共下水道 管渠φ１００～３００

４，０００ｍ ４，０００ｍ

ポンプ施設 一式 ポンプ施設 一式

・農業集落排水 管渠φ１００～２００ ・農業集落排水 管渠φ１００～２００

４，０００ｍ ４，０００ｍ

処理場 １箇所 処理場 １箇所

３００基 ３３６基・浄化槽（個人設置型） ・浄化槽（個人設置型）

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。

公共下水道 穴吹処理区で 人、浄化槽 美馬市 公共下水道 穴吹処理区で 人、浄化槽 美馬市全800 800
全地区で 人 地区で 人800 800
（農業集落排水 美馬地区喜来は平成２１年度より （農業集落排水 美馬地区喜来は平成２１年度より供

供用開始予定。新規処理 人口 人を目指す ） 用開始予定。新規処理 人口 人を目指す ）1,250 1,250。 。

［事業費］ ［事業費］

（ 、公共下水道 事業費 千円（う 公共下水道 事業費 千円 うち400,000 400,000
ち 交付金 千円 交付金 千円）、 ）200,000 200,000

（ 、農業集落排水 事業費 千円（う 農業集落排水 事業費 千円 うち828,000 828,000
ち 交付金 千円 交付金 千円）、 ）414,000 414,000
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（ 、浄化槽（個人設置型） 事業費 千円（う 浄化槽（個人設置型） 事業費 千円 うち118,422 132,771
ち、交付金 千円） 交付金 千円）39,474 44,257

合計 事業費 千円（う1,346,422
ち、交付金 千円) 汚水処理施設整備交付金計 事業費 千円（う653,474 1,360,771

、 ）ち 交付金 千円658,257

整備交付金を活用する事業（２）道

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続

き等を了している。なお、 整備箇所等については別添

の整備箇所を示した図面による。

市道；道路法に規定する市町村道に昭和５９年３月２３

日･昭和５８年３月１４日に認定済み

林道；森林法による吉野川地域森林計画（平成１４年樹

立）に路線を記載。

［事業主体］

・いずれも美馬市

［施設の種類］

・市道、林道

［事業区域］

・美馬市全域

［事業期間］

・林道 平成１９年度～２２年度

・市道 平成１９年度～２２年度

［整備量］

m・市道Ｌ＝２３，６００

m・林道Ｌ＝９００

［事業費］

・市道 事業費 千円（う1,005,000
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、 ）ち 交付金 千円502,500
・林道 事業費 千円（う115,200

ち、交付金 千円）57,600

道整備交付金計 事業費 千円（う1,120,200
、 ）ち 交付金 千円622,500

５－３ その他の事業 ５－３ その他の事業

①河川の清掃 ①河川の清掃

合併前の旧町村時代には時期もばらばらで行われて 合併前の旧町村時代には時期もばらばらで行われてき

きた河川清掃を統一して年１回程度実施し、地域一帯 た河川清掃を統一して年１回程度実施し、地域一帯の運

の運動へと展開して自然環境の整備を進める。 動へと展開して自然環境の整備を進める。

②穴吹川筏下り大会の開催 ②穴吹川筏下り大会の開催

市内を南北に流れる穴吹川は水質四国一で市の誇り 市内を南北に流れる穴吹川は水質四国一で市の誇りで

であり、大人から子供まで美しい水とふれあう貴重な あり、大人から子供まで美しい水とふれあう貴重な機会

機会である。美馬市の夏の一大イベントとして定着し である。美馬市の夏の一大イベントとして定着した筏下

た筏下り大会をとおして、穴吹川の清流を再認識する り大会をとおして、穴吹川の清流を再認識するとともに

とともに魅力あるふるさとづくりを推進することを目 魅力あるふるさとづくりを推進することを目的とする。

的とする。

③地域の特性を活かした個性あるまちづくり ③地域の特性を活かした個性あるまちづくり

都市再生計画により、観光・リゾートタウンとして 都市再生計画により 観光・リゾートタウンとして う、 「

「うだつの町並み」等を核とした観光スポットの拡大 だつの町並み」等を核とした観光スポットの拡大や景観

や景観の保存に努めていき、地域の特性を活かした個 の保存に努めていき、地域の特性を活かした個性あるま

性あるまちづくりを進めていく。 ちづくりを進めていく。
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④誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり

少子高齢化や環境問題、地域の連帯性の希薄化といっ

た社会背景のなか、住民アンケートの結果、生活環境や

保健・医療・福祉を重視したまちづくりが望まれてい

る。すべての住民が安心して快適に暮らせるよう回遊性

を重視する交通ネットワークの形成に努め、主要幹線道

路や生活関連の整備拡充を図る。主要幹線については、

高速自動車国道と市街地を結ぶアクセス道路や近隣の地

域間を結ぶ道路の強化に努める。生活関連道路について

は、交通安全や災害対策などに配慮した道路として配慮

した整備を進めていく。

⑤防災・消防・救急対策の充実

地域防災計画を策定し、防災意識の啓発や地域ぐるみ

での防災体制づくりを図る。防災無線、消防・救急車両

の医療機関へのアクセス道の改善を図り、各種施設の整

備や組織の広域化など、防災・消防・救急体制の充実・

強化に努める。

６．計画期間 ６．計画期間
平成１８年度～２０年度 平成１８年度～２２年度

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 ７．目標の達成状況に係る評価に関する事項
美馬市は速やかな水洗化を進めるため、工事中から 美馬市は速やかな水洗化、観光振興及び森林整備を進

の普及促進に努めるとともに、計画終了後４に示す数 めるため、工事中からの普及促進に努めるとともに、計

値目標に照らし状況を調査・評価し、公表する。 画終了後４に示す数値目標に照らし状況を調査・評価

整備された汚水処理施設については、水質検査・維 し、公表する。



- 10 -

旧 新

持管理等が適切に行われているか把握し、適切な措置 整備された汚水処理施設については、水質検査・維持

をとるようにする。 管理等が適切に行われているか把握し、適切な措置をと

るようにする。

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が ８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必

必要と認める事項 要と認める事項
汚水処理施設整備計画については、最新のデータに 汚水処理施設整備計画については、最新のデータに基

基づいて施設計画を再検討したものであり、汚水適正 づいて施設計画を再検討したものであり、汚水適正処理

処理構想については、合併前の３町１村の時代である 構想については、合併前の３町１村の時代である平成１

平成１６年度に策定を完了し改訂作業が進められてい ６年度に策定を完了し改訂作業が進められている「徳島

る「徳島県汚水適正処理構想 （都道府県構想）に反 県汚水適正処理構想 （都道府県構想）に反映されるこ」 」

映されることとなっている。 ととなっている。


